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研究成果の概要（和文）： 本研究は2020年に開催が予定されていた東京オリンピック・パラリンピックの、特
にオリンピックの開催準備期に焦点をあてた社会学的研究である。組織委員会が策定した当初計画からは、理
念、組織のガバナンス、経費、会場計画などにおいて、さまざまな問題が発生し、混乱が引き起こされていた過
程が明らかとなった。この背景にある日本社会やスポーツ界における構造的問題について明らかにするととも
に、都市や競技場の建設計画が大会後に持続可能なものとなっていないことが明らかとなった。加えて、1964年
東京大会との比較から、大会が運営上成功に導かれたときに、混乱の記憶は上書きされる可能性を有することが
明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：This sociological study focused on the 2020 Tokyo Olympic and Paralympic 
Games, particularly during the preparation period leading up to the Olympic Games. The discrepancy 
from the original plan confused and led to various problems regarding the events’ philosophy, 
organizational governance, expenses, and venue planning. This study identified the structural issues
 in Japanese society and the sporting world. Further, it showed that the construction plans for 
cities and stadiums could be unsustainable after the Games. In addition, a comparison with the 1964 
Tokyo Games showed that the collective memories of confusion in these events could be overridden 
when they were operationally successful.

研究分野：スポーツ社会学

キーワード： 東京オリンピック　長野オリンピック　レガシー　スポーツ・メガイベント　スポーツ社会学　都市社
会学

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究はオリンピック開催をめぐる三期（準備期・開催時・開催後）の準備期に位置づく。国家的プロジェクト
として開催されるオリンピックは、国内、及び都市に多大な影響を及ぼすと考えられ、大会後に生み出される遺
産の検討には計画と準備段階の分析が必要不可欠である。ポジティブな側面ばかりが強調される遺産を負の側面
を含めて批判的に考察することに加え、現地調査と量的調査の両面からアプローチすることで、遺産に対する評
価を定性的・定量的に分析することが可能になった。また、この検証は大会開催地の国際的比較を可能にし、都
市開発や緒実践を調査することで、メガイベントに関する社会学的研究へと重要な研究成果を提供できた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 

 

 

１．研究開始当初の背景 

 本研究は 2020年に開催が計画されていた東京オリンピック・パラリンピックの特にオリ

ンピック開催の準備期に焦点を当てた研究である。研究が開始された 2017年度は、2013年

に招致が決定して以降、さまざまな混乱が顕在化してきた時期にあたり、大会の当初計画や

理念と実際のズレが顕在化し始めていた。そこで、大会後に生み出されるさまざまな遺産を

検証するために、計画をもとにしながら、どのような準備が展開されているのかについての

検証を行うこととした。 

 

２．研究の目的 

本研究はオリンピックの遺産（レガシー）がどのように生み出されていくのか、大会後を

見据えた観点から、開催計画の検証と地域ではじまる諸実践の現地調査（質的調査）、社会

調査（量的調査）を通じて社会学的に明らかにすることを目的とした。その際、経済的・物

理的インパクトにとどまらず、地域住民が直面する社会・文化的影響に焦点をあて、先行事

例である長野オリンピックの調査研究から応募者らが導いた、オリンピック遺産に関する 7

つの「評価枠組み」によって分析を試みた。大会の成否を握る遺産の形成過程の分析は、運

営・計画上の課題を抽出する作業にとどまらず、都市住民にとってポジティブ、かつ創造的

な実践を導き、意味づけることにつながると考えられ、これらの検証作業を通じて、オリン

ピック開催の意義を問う足場を構築することを目指した。 

  

３．研究の方法 

本研究はオリンピック開催をめぐる三期（準備期・開催時・開催後）の導入段階（準備期）

に位置づき、計画に沿って進行する国や都市の取り組みについて、以下の「評価枠組み」を

もとにした研究課題を参画研究者の専門性から分担して検証することとした。①交通網の

整備・発展、②商工業の変化、③競技施設の建設・整備、④観光、⑤教育、⑥具体的実践の

事例（現地調査）、⑦大会に対する期待・評価（量的調査）。 

現地調査としては、メイン会場の一つとして開発が進む臨海部（江東区）の行政担当部署

への聞き取り調査を行い、臨海部を対象にした社会調査（質問票による量的調査）を実施す

る計画を立てた。 

 

４．研究成果 

7 つの評価枠組みから検証していくうちに、2020 年大会が 1964 年東京大会を参照にし

て計画立てられており、64 年大会の住民評価を踏まえた比較が必要であるとの課題が浮上

した。20年大会のさまざまな準備局面における混乱（エンブレムの盗用疑惑による再公募、

新国立競技場の設計やり直しなど）に直面したときに、準備期においては同様に混乱してい

たと考えられる 64年大会が、成功裏に開催された大会として評価されていることから、大

会の運営上の成功をもって評価や記憶が上書きされるのではないかという疑念を生じさせ

たからである。そのため、研究分担者に加え、関連する領域の社会学者、及びスポーツ社会

学者の参集を得て、共同研究を開始するとともに、その成果を編著書『一九六四年東京オリ

ンピックは何を生んだのか』（2018年、青弓社）として刊行した。そこでは、都市とスポー



ツという二側面から 64年大会を分析し、大会の運営は成功したと確かに評価されているこ

と、このメガイベントを同時代的に経験したことで、ポジティブな集団的記憶が国民の間に

形成されていることなどを明らかにした。 

現地調査としては、新たに開発が進められた臨海部・東京ベイゾーン（江東区）を対象に

して、自治体への聞き取り調査を実施した。大会の準備において、自治体がどのような課題

を抱えているのか、また、大会後のまち作りについてどのような計画を立てているのかを聞

き取るとともに、関連資料の収集を行った。競技施設の密集地である有明などでは、行政に

とっては重要な変化が起きているにもかかわらず、施設整備は東京都が直接担当している

ため、どこか切り離されたように計画が進められており、オリンピックの影響が十分感じら

れていないという事態が明らかとなった。また、64 年大会と違い、大きな都市改編が起き

ておらず、交通網、商工業の変化は十分に起こっていないことが明らかとなった。 

調査の最終年である 2020年には、新型コロナウイルスの蔓延によって、大会自体が一年

延期となるとともに、無観客での実施が直前に決まるなど、現地調査そのものが実施できな

い状況に追い込まれた。量的調査についても、応募者らが長野大会で行った〈五輪影響調査〉

を再構成して実施する予定だったが、コロナ禍を背景とする世論の急激な変化から、大会に

関する客観的なデータを取得する条件が整わなかった。そのため、特例措置によって研究期

間を 3年延長するとともに、大会後一年が経過した 2022年に、事後の調査として量的調査

を実施せざるを得なかった。 

 以上の問題に直面したため、終盤は大会計画がどのような問題をはらんで進行している

のか、そして開催後に持続可能なものになっているのかという視点から検証し直すととも

に、それらが日本社会、及びスポーツ界の構造的な問題に起因して発生していることを明ら

かにした。その上で、研究成果を共編著『未完のオリンピック』（2020年、かもがわ出版）、

単著『コロナとオリンピック』（2021年、青弓社）などの書籍を刊行することで示し、メデ

ィアなどでの情報発信を通じて、社会的な提言を行った。本研究はコロナ禍による大会の混

乱によって予期せぬ展開となったため、計画した通りの十分な検証を行えなかったが、研究

代表者が続けて採択された研究課題（基盤研究 C『東京オリンピックが生み出した遺産に関

する社会学的研究』）と連続性を持たせることで、この大会の長期間にわたる検証を可能と

する足場は築けたと言える。 
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